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	 	 私たち世界平和アピール七人委員会は、核兵器禁止条約交渉会議のホ

ワイト議長をはじめ、今回の条約成立に力を尽くしてきた諸国と国際赤十字、

多くの NGO、そして広島・長崎の被爆者、世界各地の核実験の被害者の長年の尽

力に心から敬意を表する。	

	

この条約が国連加盟 193 か国の 3 分の 2 に近い賛成 122 票、反対 1 票、棄

権 1 票で採択されたことは、核兵器廃絶に向けての大きな一歩であり、長年に

わたりその実現を願い、努力を続けてきた被爆者、日本国民にとっても大きな

喜びである。	 	 	

	

	 	 大量破壊兵器である核兵器の持つ非人道性は議論の余地がなく、放出され

る放射線の影響は目標にとどまらず地球全体に広がり、長期間にわたって被害

を与え続ける。日本国政府が戦争で核兵器を使用された唯一の国として貢献で

きる機会に自ら背を向けて退席し、国連本部外で行われた核兵器保有国と核の

傘に固執する少数国の会合に参加し、さらに「条約には署名しない」と改めて

表明したことは、歴史に残る汚点であり、核兵器廃絶を目指す世界の人たちに

対して恥ずべき行動だった。	

	

	 	 自らの核兵器保有と核の傘依存を続ける一方で、他国の核兵器開発の糾弾

を続けることは、非難の応酬を加速させるばかりか、核兵器使用の危険性を増

大させ、国民の安全保障を損なうものであって、核兵器廃絶への道ではない。

私たちは、日本国政府を含む不参加国が態度を変えて、現在と将来の世代のた

めに、核兵器のない世界を実現させるこれからの行動に参加することを求める。	

	

連絡先：http://worldpeace7.jp	 	


